
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５１３．許可・承認等情報登録（監視） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＰＡＫ 許可・承認等情報登録（監視） 
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１．業務概要 

システムを介さずに行われた税関手続きについて、税関が許可・承認等を行った場合、及びシステムによ

る別送品輸出申告、別送品輸出許可内容変更申請または内国貨物運送申告について、手作業による申告に切

り替えた、もしくは撤回を認めた場合、その旨を登録する。 

なお、本業務での登録は、解除・取消をすることが可能である。 

本業務の対象とする許可・承認等の種別を以下に示す。 

 

２．入力者 

税関 

 

３．制限事項 

なし 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック（○：チェックを行う） 

チェック項目 
Ｋ
Ｈ
Ｏ 

Ｋ
Ｈ
Ｐ 

Ｃ
Ｒ
Ｆ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ 

Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｄ
Ｃ
Ｍ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

システムに登録されている利用者で

あること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

監視担当部門であること。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

入力された貨物が蔵置されている蔵

置場を管轄する税関であること。 
  ○ ○ ○           

項

番 

種 別 

コード 
種別 概要 

１ ＫＨＯ 外貨機用品積込承認（包括・他社

管理） 

他社管理外国貨物機用品の積込承認を行った場合 

２ ＫＨＰ 外貨機用品積込承認（包括・自社

管理） 

自社管理外国貨物機用品の積込承認を行った場合 

３ ＣＲＦ 外貨機用品積込承認（個別） 外国貨物機用品の個別積込承認を行った場合 

４ ＳＥＮ 外貨船用品積込承認 外国貨物船用品の積込承認を行った場合 

５ ＵＢＩ 別送品輸入許可 別送品を輸入許可した場合 

６ ＵＢＥ 別送品輸出許可 別送品を輸出許可した場合 

７ ＵＣＰ 別送品輸出取止再輸入許可 別送品輸出許可済貨物の輸出を取止した場合 

８ ＵＵＺ 別送品不積返送承認 別送品輸出許可済貨物の不積返送願を承認した場合 

９ ＵＴＫ 別送品輸出申告撤回 システムによる別送品輸出申告について、別送品輸出許可

までに撤回を認めた場合 

10 ＵＴＳ 別送品輸出申告手作業移行 システムによる別送品輸出申告について、別送品輸出許可

までに手作業に移行して処理することを認めた場合 

11 ＵＵＳ 別送品輸出許可後の手作業移行 システムによる別送品輸出許可後に通関手続を手作業に

移行して処理することを認めた場合 

12 ＵＨＡ 別送品輸出許可後の積込港変更 別送品輸出許可後に積込港の変更を承認した場合 

13 ＵＨＢ 別送品輸出許可後の数量変更 別送品輸出許可後に許可個数の変更を承認した場合 

14 ＤＣＭ 内国貨物運送申告手作業移行 システムによる内国貨物運送申告を手作業による申告に

切り替えた場合 

15 ＣＨＧ あて先官署変更受理 システムによる別送品輸出申告について、あて先官署変更

を受理した場合 
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チェック項目 
Ｋ
Ｈ
Ｏ 

Ｋ
Ｈ
Ｐ 

Ｃ
Ｒ
Ｆ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ 

Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｄ
Ｃ
Ｍ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

入力された保税蔵置場を管轄する税

関であること。 
     ○          

あて先税関、許可後変更申請税関また

は蔵置税関のいずれかと入力者の管

轄税関が一致すること。 

      ○    ○ ○ ○   

入力された許可・承認等番号に係る別

送品輸出申告ＤＢの申告先税関官署

と入力者の税関官署が一致すること。 

        ○ ○     ○ 

解除・取消の場合は、登録者と同一税

関官署であること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  ○ ○ 

 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

なお、種別コードに対する必須入力項目について以下に示す。 

（ａ）登録時（○：必須入力 △：任意入力） 

入力項目 
Ｋ
Ｈ
Ｏ 

Ｋ
Ｈ
Ｐ 

Ｃ
Ｒ
Ｆ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ 

Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｄ
Ｃ
Ｍ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

許可・承認等番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＡＷＢ番号   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

申告者              ○  

ＣＩＦ価格   ○ ○            

国籍   ○ ○            

変更積込港            ○    

積込港      △ △ △    △ △   

保税蔵置場      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

貨物個数            ○ ○   

（ｂ）解除・取消時（○：必須入力） 

入力項目 
Ｋ
Ｈ
Ｏ 

Ｋ
Ｈ
Ｐ 

Ｃ
Ｒ
Ｆ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ 

Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｄ
Ｃ
Ｍ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

許可・承認等番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＡＷＢ番号   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

申告者               

ＣＩＦ価格               

国籍               

変更積込港               

積込港               

保税蔵置場      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

貨物個数            ○   
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（３）機用品包括承認番号チェック 

種別コードが「ＫＨＯ」または「ＫＨＰ」のとき、以下のチェックを行う。 

（Ａ）登録時 

①入力された保税蔵置場（１～５桁目）及び航空会社コード（６～７桁目）が機用品受託ＤＢに存在

すること。 

②入力された機用品包括承認番号の１～５桁目が入力者の管轄税関内の保税蔵置場であること。 

③入力された機用品包括承認番号の８桁、９桁目が、当月または来月であること。 

④入力された機用品包括承認番号の１０桁目は、種別コードが「ＫＨＯ」の場合は、「－」（ハイフン）、

種別コードが「ＫＨＰ」の場合は、「／」（スラッシュ）であること。 

⑤入力された機用品包括承認番号の１１桁、１２桁目は００～９９の数字であること。 

※機用品包括承認番号の体系は、以下の形式である。 

保税蔵置場 ＋ 航空会社コード ＋  月表示  ＋  区切符号  ＋  番号 

（５桁）     （２桁）    （０１～１２） （「－」または「／」）（００～９９） 

（Ｂ）解除・取消時 

入力された機用品包括承認番号が機用品受託ＤＢに存在すること。 

（４）輸入貨物情報ＤＢチェック 

種別コードが「ＣＲＦ」、「ＳＥＮ」または「ＵＢＩ」のとき、以下のチェックを行う。 

（Ａ）登録時 

①入力されたＡＷＢ番号が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

②ＭＡＷＢでないこと。 

③仮陸揚貨物でないこと。 

④「貨物取扱登録（改装・仕分）（ＣＨＳ）」業務により仕分け親となっていないこと。 

⑤「輸出貨物取扱登録（仕分け）（ＡＨＳ）」業務により仕分け親となっていないこと。 

⑥「輸出貨物取扱登録（仕合せ）（ＡＨＴ）」業務により仕合せ親となっていないこと。 

⑦保税運送申告等の手続きが行われていないこと。 

⑧訂正保留中となっていないこと。 

⑨スプリット貨物の場合は、全量到着済であること。 

⑩全量蔵置されていること。 

⑪輸入申告等の通関手続きが行われていないこと。 

⑫「許可・承認等情報登録（輸入）（ＰＣＨ）」業務による以下の登録が行われていないこと。 

「廃棄届受理」 

「滅却承認」 

「亡失届受理」 

「保税運送承認」 

「税関内収容」 

「現場収容」 

「貨物の移動差止」 

「手作業移行」 

「登録情報削除容認」 

⑬「許可・承認等情報登録（輸入通関）（ＰＡＩ）」業務により許可・承認登録が行われていないこと。 

⑭本業務による以下の登録が行われていないこと。 

「外貨機用品積込承認（個別）」 

「外貨船用品積込承認」 

「別送品輸入許可」 

⑮貨物取扱許可申請中または見本持出許可申請中でないこと。 
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⑯税関への通知を要する事故情報が登録されている場合、税関による事故確認が登録されていること。 

⑰種別コードが「ＵＢＩ」の場合で、蔵置場所が他所蔵置場所の場合は、他所蔵置許可期間を経過し

ていないこと。 

⑱ＨＡＷＢの場合は、不突合（オーバー）となっていないこと。 

⑲ＨＡＷＢの場合は、処理対象となる保税蔵置場がＨＰＫ業務を省略可能な保税蔵置場でないこと。 

（Ｂ）解除・取消時 

①入力されたＡＷＢ番号が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

②解除・取消対象種別の許可・承認等情報が登録されていること。 

③解除・取消対象種別の登録時の保税蔵置場に蔵置されていること。 

④ＰＣＨ業務による「手作業移行」の登録が行われていないこと。 

（５）別送品輸出申告ＤＢチェック 

種別コードが「ＵＣＰ」、「ＵＵＺ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」、「ＵＨＡ」、「ＵＨＢ」または 

「ＣＨＧ」で、許可・承認等番号体系がシステム通関と判定された場合は、以下のチェックを行う。 

（Ａ）登録時（○：チェック対象項目） 

項番 チェック項目 
Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

１ 
入力された許可・承認等番号が別送品輸出申告ＤＢに存在す

ること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 

以下の登録がされていないこと。 

①別送品輸出取止再輸入許可 

②別送品輸出申告撤回 

③別送品輸出申告手作業移行 

④別送品輸出許可後の手作業移行 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 

「別送品輸出許可内容変更申請事項登録（ＵＡＡ）」業務を行

った後、「別送品輸出許可内容変更申請（ＵＡＣ）」業務を行

うまでの間は、許可または許可承認時の申告番号であること。 

○       

４ 別送品輸出申告済であること。  ○ ○    ○ 

５ 別送品輸出許可済でないこと。  ○ ○    ○ 

６ 別送品輸出許可済であること。 ○   ○ ○ ○  

７ 
許可後変更事項登録が行われている場合は、許可後変更承認

済であること。 
   ○ ○   

８ 申告変更事項登録の直後ではないこと。       ○ 

（Ｂ）解除・取消時（○：チェック対象項目） 

項番 チェック項目 
Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

１ 
入力された許可・承認等番号が別送品輸出申告ＤＢに存在す

ること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 
ＵＡＡ業務を行った後、ＵＡＣ業務を行うまでの間は、許可

または許可承認時の申告番号であること。 
○      

３ 
貨物搬入前の申告後、輸出申告搬入後処理前に登録された内

容に対する、解除・取消でないこと。 
 ○ ○    

４ 
「別送品輸出申告変更（官署変更）（ＵＥＹ）」業務により

別送品輸出申告撤回されていないこと。 
 ○     
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（６）輸出貨物情報ＤＢチェック 

種別コードが「ＵＢＥ」、「ＵＣＰ」、「ＵＵＺ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」、「ＵＨＡ」、 

「ＵＨＢ」または「ＣＨＧ」のとき、以下のチェックを行う。 

（Ａ）登録時（○：チェック対象項目） 

項番 チェック項目 
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

１ 
入力されたＡＷＢ番号が輸出貨物情報ＤＢに存在するこ

と。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 貨物手作業移行されていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ ＭＡＷＢでないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 差止め貨物でないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

５ 搭載完了登録されていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ 貨物が無効となっていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

７ 自社施設に貨物が保管されていないこと。 ○         

８ 未ラベルでないこと。 ○         

９ 仕分け親または仕合せ親となっていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10 情報の分割親または情報の統合親となっていないこと。 ○         

11 
税関への通知を要する事故情報が登録されている場合、

税関による事故確認が登録されていること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

12 仮陸揚貨物でないこと。 ○         

13 一般未通関貨物または積戻し未通関貨物であること。 ○         

14 

一般未通関貨物、積戻し未通関貨物、システム外許可済

（一般）貨物またはシステム外許可済（積戻し）貨物で

あること。 

 ○ ○   ○ ○ ○  

15 申告・申請がされていないこと。 ○         

16 

入力された保税蔵置場に貨物が蔵置されていること。 

（「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」については、貨物搬入前の場合は

チェックを行わない。） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

17 
入力された保税蔵置場がＡ／Ｌ保税蔵置場の場合は、輸

出申告可能な蔵置場であること。 
○         

18 
通関蔵置場からＡ／Ｌ保税蔵置場に貨物が搬入されてい

ること。 
  ○       

19 
入力された保税蔵置場が貨物引渡可能な蔵置場でないこ

と。 
  ○       

20 
搬入された貨物個数が蔵置場に蔵置されている未通関内

貨個数の範囲内であること。 
○         

21 
搬入された貨物個数が積込港に対応する蔵置場に蔵置さ

れている許可個数の範囲内であること。 
 ○ ○       

22 
入力された貨物個数が積込港に対応する蔵置場に蔵置さ

れている許可個数の範囲内であること。 
      ○ ○  

23 貨物取扱中でないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

24 訂正保留となっていないこと。 ○         

25 

以下の登録がされていないこと。 

①「亡失届受理」 

②「滅却承認」 

③「その他」 

○  ○   ○ ○ ○  



1513-01-6 

＜2018.12 修正＞ 

項番 チェック項目 
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ａ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

26 

入力された許可・承認等番号が輸出貨物情報ＤＢに登録

されている許可・承認等番号と一致すること。（システム

外許可を除く） 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

27 

貨物が仕分けされた場合は、入力されたＡＷＢ番号が以

下であること。 

①仕分け子であること 

②仕分け元ＡＷＢ番号と別送品輸出申告ＤＢに登録され

ているＡＷＢ番号が一致すること 

 ○  ○ ○    ○ 

28 

以下の登録がされていないこと。 

①「別送品輸出許可後の手作業移行」 

②「別送品輸出許可後の積込港変更」 

③「別送品輸出許可後の数量変更」 

 ○ ○   ○    

29 許可後変更事項中または許可後変更申請中でないこと。   ○   ○ ○ ○  

30 

以下の登録がされていないこと。 

①「別送品不積返送」 

②「別送品輸出取止再輸入許可」 

  ○    ○ ○  

31 

「許可・承認等情報登録（輸出通関）（ＰＡＥ）」業務に

よる「一括許可（保税運送兼用）」の登録が行われていな

いこと。 

○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

32 
蔵置場所が他所蔵置場所の場合は、他所蔵置許可期間を

経過していないこと。 
○         

（Ｂ）解除・取消時（○：チェック対象項目） 

項番 チェック項目 
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

１ 
入力されたＡＷＢ番号が輸出貨物情報ＤＢに存在するこ

と。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 貨物手作業移行されていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 差止め貨物でないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 搭載完了登録されていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５ 貨物が無効となっていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ 仕分け親または仕合せ親となっていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

７ 情報の分割親または情報の統合親となっていないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

８ 
税関への通知を要する事故情報が登録されている場合、

税関による事故確認が登録されていること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

９ 別送品輸出許可済でないこと。  ○  ○ ○    

10 

以下の登録がされていないこと。 

①「亡失届受理」 

②「滅却承認」 

③「その他」 

○  ○   ○ ○  

11 
解除・取消対象種別の許可・承認等情報が登録されてい

ること。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

12 

以下の登録がされていないこと。 

①「積込港変更」 

②「数量変更」 

③「許可後の輸出等申告の携帯品への変更」 

④「不積返送」 

○        

13 貨物取扱中でないこと。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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項番 チェック項目 
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｕ
Ｃ
Ｐ 

Ｕ
Ｕ
Ｚ 

Ｕ
Ｔ
Ｋ 

Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｕ
Ｕ
Ｓ 

Ｕ
Ｈ
Ｂ 

Ｃ
Ｈ
Ｇ 

14 
搬入された貨物個数が積込港に対応する蔵置場に蔵置さ

れている許可個数の範囲内であること。 
○        

15 
搬入された貨物個数が蔵置場に蔵置されている未通関内

貨個数または積戻未通関個数の範囲内であること。 
 ○  ○ ○    

16 
入力された貨物個数が蔵置場に蔵置されている未通関内

貨個数または積戻未通関個数の範囲内であること。 
      ○  

17 
搬入された貨物個数が蔵置場に蔵置されている不積返送

承認個数の範囲内であること。 
  ○      

18 

貨物が仕分けされた場合は、入力されたＡＷＢ番号が以

下であること。 

①仕分け子であること 

②仕分け元ＡＷＢ番号と別送品輸出申告ＤＢに登録され

ているＡＷＢ番号が一致すること 

 ○  ○ ○   ○ 

（７）内国貨物運送申告ＤＢチェック 

種別コードが「ＤＣＭ」とき、以下のチェックを行う。 

（Ａ）登録時 

①入力された内国貨物運送申告番号が内国貨物運送申告ＤＢに存在すること。 

②申告者と入力された申告者が同一であること。 

③申告撤回、申告手作業移行、到着確認されていないこと。 

（Ｂ）解除・取消時 

①入力された内国貨物運送申告番号が内国貨物運送申告ＤＢに存在すること。 

②内国貨物運送申告手作業移行の登録が行われていること。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００

００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコ

ードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）機用品受託ＤＢ処理 

種別コードが「ＫＨＯ」または「ＫＨＰ」とき、以下の処理を行う。 

①登録の場合は、入力された機用品積込包括承認番号を設定する。 

②解除・取消の場合は、入力された機用品積込包括承認番号を削除する。 

（３）輸入貨物情報ＤＢ処理 

種別コードが「ＣＲＦ」、「ＳＥＮ」または「ＵＢＩ」のとき、以下の処理を行う。 

①登録の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認がされた旨を登録する。 

②解除・取消の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認の取消しを行う。 

（４）輸出貨物情報ＤＢ処理 

種別コードが「ＵＢＥ」、「ＵＣＰ」、「ＵＵＺ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」、「ＵＨＡ」、 

「ＵＨＢ」または「ＣＨＧ」のとき、以下の処理を行う。 

①登録の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認がされた旨を登録する。 

②解除・取消の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認の解除または取消しを行う。 

③入力された種別コードが「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」の場合で、輸出申告搬入後処理の旨が登録されてい

る場合は取消しを行う。 
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（５）別送品輸出申告ＤＢ処理 

種別コードが「ＵＣＰ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」、「ＵＨＡ」、「ＵＨＢ」または「ＣＨＧ」の

場合で、入力された許可・承認等番号が別送品輸出申告ＤＢに存在する場合は、以下の処理を行う。 

①登録の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認がされた旨を登録する。 

②解除・取消の場合は、入力された種別コードに係る許可・承認の解除または取消しを行う。 

（６）内国貨物運送申告ＤＢ処理 

種別コードが「ＤＣＭ」とき、以下の処理を行う。 

①登録の場合は、手作業移行の旨を登録する。 

②解除・取消の場合は、手作業移行した旨を解除する。 

（７）搬入伝票・ＬＤＲ情報ＤＢ処理 

入力された種別コードが「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」の場合で、輸出申告ＤＢに登録されているＡＷＢ番号

に係る貨物に搬入伝票情報が登録されている場合で、搬入前の場合は、搬入前に申告された旨を取り消

す。 

（８）添付ファイル管理ＤＢ処理 

（Ａ）種別コードが「ＵＣＰ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」または「ＵＨＢ」の登録の場合で、入力さ

れた許可・承認等番号に対して、添付ファイルの登録が行われている場合は、以下の処理を行う。 

①許可・承認等がされた旨を添付ファイル管理ＤＢに登録する。 

②削除対象とする旨を添付ファイル管理ＤＢに登録する。 

③添付ファイルの情報が原本保存対象として登録されている場合は、原本保存対象外とする旨を添付

ファイル管理ＤＢに登録する。 

（Ｂ）種別コードが「ＵＣＰ」、「ＵＴＫ」、「ＵＴＳ」、「ＵＵＳ」または「ＵＨＢ」の解除・取消の場合で、

入力された許可・承認等番号に対して、添付ファイルの登録が行われている場合は、添付ファイル管

理ＤＢを許可・承認等の登録前の状態に戻す。 

（９）航空輸出貨物搬出入データＤＢ処理 

種別コードが「ＵＢＥ」の登録の場合は、許可・承認がされた旨を登録する。 

（９10）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

許可・承認等登録通知情報

（輸入通関） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの登録である 

別送品輸入許可「ＵＢＩ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸入）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 
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情報名 出力条件 出力先 

許可・承認等登録通知情報

（輸出通関） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの登録である 

①別送品輸出許可「ＵＢＥ」 

②別送品輸出取止再輸入許可「ＵＣＰ」 

③別送品不積返送承認「ＵＵＺ」 

④別送品輸出許可後の手作業移行「ＵＵＳ」 

⑤別送品輸出許可後の積込港変更「ＵＨＡ」 

⑥別送品輸出許可後の数量変更「ＵＨＢ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸出）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 

許可・承認等登録通知情報

（監視） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの登録である 

①外貨機用品積込承認（個別）「ＣＲＦ」 

②外貨船用品積込承認「ＳＥＮ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸入）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 

解除・取消通知情報（輸入

通関） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの解除・取消である 

別送品輸入許可「ＵＢＩ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸入）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 

解除・取消通知情報（輸出

通関） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの解除・取消である 

①別送品輸出許可「ＵＢＥ」 

②別送品輸出取止再輸入許可「ＵＣＰ」 

③別送品不積返送承認「ＵＵＺ」 

④別送品輸出許可後の手作業移行「ＵＵＳ」 

⑤別送品輸出許可後の数量変更「ＵＨＢ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸出）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 

解除・取消通知情報（監視） 以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）以下の種別コードの解除・取消である 

①外貨機用品積込承認（個別）「ＣＲＦ」 

②外貨船用品積込承認「ＳＥＮ」 

（２）システムに許可・承認等登録通知情報（輸入）

を出力する旨の登録がされている 

貨物が蔵置されている保

税地域＊１ 

申告撤回等通知情報 以下の種別コードの登録の場合に出力 

①別送品輸出申告撤回「ＵＴＫ」 

②別送品輸出申告手作業移行「ＵＴＳ」 

③別送品輸出許可後の手作業移行「ＵＵＳ」 

税関（別送品担当部門）＊２ 

（＊１）システム参加保税地域のみ出力する。 

（＊２）蔵置官署にて検査を行う場合は、蔵置官署に出力する。 
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７．特記事項 

種別コードにおける受付可能な許可・承認等番号の体系は表１に表す。 

表１．種別コードによる受付可能番号体系 

種別コード 
許可・承認等番号体系 

システム通関 マニュアル通関 

ＵＢＥ × ○ 

ＵＣＰ ○ ○ 

ＵＵＺ ○ ○ 

ＵＴＫ ○ × 

ＵＴＳ ○ × 

ＵＵＳ ○ × 

ＵＨＡ ○ ○ 

ＵＨＢ ○ ○ 

ＣＨＧ ○ × 

○：受付可  ×：受付不可 


